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世界初、船舶搭載型 ISOPシステムの基本設計認証(AiP)共同取得について 

 

アストモスエネルギー株式会社(本社：東京都千代田区 社長：佐藤 利宣、以下「当社」)は、サス

テイナブルエネルギー開発株式会社（以下「サステイナブルエネルギー開発）及び日本郵船株式会

社（以下「日本郵船」）と共同で開発した可燃性廃棄物からバイオ燃料を生成する「船舶搭載型 ISOP

システム」（以下「ISOP」）について、2025 年 12 月 26 日に一般財団法人日本海事協会（通称：Class 

NK、以下「日本海事協会」）より基本設計承認（AiP：Approval in Principle、以下「AiP」）を取得しまし

た。本 AiP は、船舶上で可燃性廃棄物を処理しバイオ燃料を生成するシステムとして、当社及び共

同開発各社の調べによれば、世界初の承認となります。 

 

ISOP とは、亜臨界水処理技術を活用して廃棄物をエネルギーや肥料等に加工する有機物再資

源化装置です。この装置で廃棄物を処理し、さらにバイオ燃料化することにより有機物処理全体に

おける CO2 排出量を削減することが可能です。また装置に投入する際に廃棄物の分別が不要で、

処理装置を小規模化できる点が特徴です。船舶にて発生する廃棄物をオンサイトで処理し、エネル

ギー化する資源循環モデルが実現すれば、航行中の船内衛生環境の改善に加え、海上輸送全体

における CO2排出量の削減も期待されます。 

  

今回取得しました AiP とは、日本海事協会が装置基本設計の規則適合性を審査し、定める基準

を満たすことを承認するものです。このたびサステイナブルエネルギー開発が有する ISOP 技術を

船舶搭載可能な仕様及び性能へ共同設計を行うことで、本 AiP 取得に至りました。さらに本 AiP 取

得を通じて、ISOP の船舶搭載や装置運用等に関する要件についての明確化が進んだものと考えて

おります。 

  

当社では船舶搭載型 ISOPの社会実装に向けたさらなる共同開発の一翼を担い、船舶から排出さ

れる廃棄物の再資源化による環境負荷の少ない海上輸送形態の構築を目指して参ります。 
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■船舶搭載型 ISOPシステム AiP証書 
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■ISOPを活用した船内廃棄物再資源化モデルのコンセプト 

 

以上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

人事総務部 進藤  電話：050-3816-0700 
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